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日差しの強い日と急に涼しい日を繰り返しながら、もう霜月

となりました。皆さまお元気でお過ごしでしょうか。  

☆☆☆☆璽書道場璽書道場璽書道場璽書道場     

住職、小沼久志は１０月２４日から３１日まで、住職となっ

た僧侶が対象となる「璽書（じしょ）」という道場に行かせて

いただきました。  

場所は芝・増上寺と近くではございますが、電話等の外部と

の連絡が一切禁じられて

の修行でした。  

この間、若大黒とスタッ

フのみで寺を支えており

ましたため、何かとご不便

をおかけいたしました。  

昨年都合により行くこ

とができなかったため、こ

の道場で学ぶことが住職

の念願でございました。  

檀家の皆さまのあたた

かいご理解・ご協力に心よ

り感謝申し上げ、道場で学

んだことを生かして今後

も勤めて参ります。  

 

 

☆☆☆☆落葉の季節落葉の季節落葉の季節落葉の季節     

１１月８日は立冬です。境内の銀杏の葉も落ちはじめ、いよ

いよ今年も残り少なくなって参りました。専念寺では例年お配

りしております浄土寶暦を、１１月より配布させて頂きます。

受付に備えておりますので、１部以上ご入用の際もご遠慮なく

お声掛けください。  

 古塔婆についてご質問を受けることがままございます。処分

をご希望のお塔婆は、墓

地内のもと焼却炉 にお

持ち頂きますよう お願

いいたします。消防の指

導により、当山にてお焚

き上げすることは でき

なくなってしまい まし

たが、供養の後、木チッ

プとして再生して くれ

る業者に定期的に 引き

渡しています。塔婆立て

が満杯となっている、古

塔婆が朽ちている など

の場合は、当山住職の判

断で抜かせていた だく

こともございますが、宜

しくお願い致します。  

 いよいよ寒くなって参りますが、皆さまご自愛してお過ごし

くださいませ。  

平成２７年１１月１日    専念寺  


